
 

 

令和２年度日本ＮＧＯ連携無償資金協力署名 

 

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン 

「プレアビヒア州における母子保健・栄養・水衛生改善事業（第２年次）」 

 

特定非営利活動法人 Nature Center Risen 

「カンボジア市民への環境意識普及啓発による持続可能な生活環境実現事業（第１年次）」 

 

 令和３年３月９日（火）、令和２年度日本ＮＧＯ連携無償資金協力に係る署名を実施しま

した。三上正裕特命全権大使が、（特活）ワールド・ビジョン・ジャパンの李義真現地事業

責任者との間で「プレアビヒア州における母子保健・栄養・水衛生改善事業（第２年次）」

（供与限度額７６０，３４１米ドル）について、（特活）Nature Center Risen のラム・ダ

ワン現地職員との間で「カンボジア市民への環境意識普及啓発による持続可能な生活環境実

現事業（第１年次）」（供与限度額９１，８４８ドル）について、それぞれの贈与契約書に

署名しました。今回は２月２０日に発生した市中感染の影響に鑑み、署名式典は実施せず、

当館と被供与団体が別々に署名しました。   

 （特活）ワールド・ビジョン・ジャパン

は、これまでカンボジア各州において地域開

発を通した保健衛生、教育及び収入向上に関

する活動に取り組まれてきました。事業２年

次である本年次においては、保健職員及び村

落保健支援グループへの母子保健に関するト

レーニング、母親支援グループへの母親と乳

幼児の栄養に関するトレーニング及び給水シ

ステムの整備に取り組まれる他、コミュニテ

ィ保健栄養基金の設立や地域清掃キャンペーン

を新たに実施される予定です。本事業を通じ

て、子どもたちの健康・栄養状態が改善し、地域住民の皆様が安全な水を利用できることが

改善されることが期待されます。 

（特活）Nature Center Risenは、２

０１３年からカンボジアにおいて、学

校教育を通して環境に対する若年層の

意識の向上を図る活動に取り組まれて

きました。本事業では、市民の環境リ

テラシー向上に資する教材の開発、日

本人講師による寺院やヘルスセンター

と連携した環境教育研修といった活動

を通して、カンボジアの市民に対して

環境意識を啓発する活動を実施されま

す。本事業を通じ、全世代の国民が環
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境を大切にする意識を高めることで、カンボジアの豊かな環境が保護され、国民の生活が改

善することが期待されます。 

署名後、三上大使が、今回の支援が対象地域

の人々に直接裨益し、カンボジアと日本の更な

る友好促進につながることを願うというメッセ

ージを発出しました。 
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令和３年３月９日 

 

 ３月９日、日本ＮＧＯ連携無償資金協力の署名を実施いたしました。今回は２月２０日に

発生した市中感染の影響に鑑み、当館と被供与団体が別々に署名いたしました。COVID-19の

影響が一刻も早く収まることを願っております。 

 

 さて、日本ＮＧＯ連携無償資金協力は、日本政府が日本の国際協力ＮＧＯに対して、開発

途上国・地域で実施する経済社会開発事業を支援する制度として２００２年から始まりまし

た。カンボジアでは、２００２年から現在まで１３０を超えるプロジェクトを支援してまい

りました。それぞれのプロジェクトが、カンボジアの方々の生活の質の向上へ貢献されてい

らっしゃいます。 

 本日、署名した事業は以下のとおりです。 

 

特定非営利活動法人 ワールド・ビジョン・ジャパン（WVJ） 

「プレアビヒア州における母子保健・栄養・水衛生改善事業（第２年次）」 

 

特定非営利活動法人 Nature Center Risen 

「カンボジア市民への環境意識普及啓発による持続可能な生活環境実現事業（第１年次）」 

 

 署名した各事業についてご紹介します。 

 

 まず、「ワールド・ビジョン・ジャパン」が実施する事業に対し、今回、日本政府から７

６０，３４１米ドルを供与いたします。同団体は、これまでカンボジア各州において地域開

発を通した保健衛生、教育及び収入向上に関する活動に取り組まれてきました。第２年次事

業においては、前年度の事業に引き続き、プレアビヒア州において、保健職員及び村落保健

支援グループへの母子保健に関するトレーニング、母親支援グループへの母親と乳幼児の栄

養に関するトレーニング及び給水システムの整備に取り組まれる他、コミュニティ保健栄養

基金の設立や地域清掃キャンペーンを新たに実施される予定です。長年にわたって地域の栄

養・衛生改善に取り組まれてきた「ワールド・ビジョン・ジャパン」のご貢献に敬意を表し

ますとともに、本事業を通じて、事業対象地における子どもたちの健康・栄養状態が改善

し、地域住民の皆様が安全な水を利用できることを期待しております。 

 

 次に、「Nature Center Risen」が実施する事業に対しては、今回、日本政府から９１，８

４８ドルを供与します。同団体は、２０１３年からカンボジアにおいて、学校教育を通じて

環境に対する若年層の意識の向上を図る活動に取り組まれてきました。本事業では、市民の

環境リテラシー向上に資する教材の開発、日本人講師による寺院やヘルスセンターと連携し

た環境教育研修といった活動を通じて、カンボジアの市民に対して環境意識を啓発する活動

を実施されます。これまで、カンボジアにおける環境意識の普及活動に取り組んでこられた

「Nature Center Risen」のご貢献に敬意を表しますとともに、本事業を通じ、全世代の国民

が環境を大切にする意識を高めることで、カンボジアの豊かな環境が保護され、国民の生活

が改善することを願っております。 



 

 

 

 近年、発展目覚しいカンボジアではありますが、貧困対策、保健、教育、環境を含む社会

開発など、人々の生活向上のために取り組むべき課題は山積していると思います。COVID-19

が世界的に問題となる中であっても、日本は、今後とも、国際協力ＮＧＯの皆さまと連携

し、様々な課題解決のお手伝いが出来ればと考えます。 

 

 関係者の皆様の御健康と御多幸、両国の友好のますますの発展を祈念致します。 

  

在カンボジア日本国大使館 

特命全権大使 三上正裕  
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Japan Provides US$ 852,189 

for Promoting Community Health and Sanitation and Hygiene, 

and for Raising Awareness of Environment Issues 

 

  The Government of Japan has agreed to provide US$852,189 in total for two recipient organizations 

under the framework, The Grant Assistance for Japanese NGO Projects. The Grant Contract was 

signed today between H.E. Mr. MIKAMI Masahiro, Ambassador Extraordinary and Plenipotentiary of 

Japan to the Kingdom of Cambodia, and the representatives of the two recipients respectively, to carry 

out the following projects: 

 

1. ‘Integrated Health, Nutrition and WASH Project in Preah Vihear (Year 2)’ (US$760,341)  

Recipient: World Vision Japan (WVJ) 

 In this project, WVJ will continue to conduct training and awareness raising sessions about health, 

nutrition, and WASH (Water, Sanitation and Hygiene) to health and rural development officers as well 

as communities in Preah Vihear province aiming to improve feeding practices and usage of safe water. 

The organization will also support to formulate water management committees and sanitation action 

groups in order to maintain safe water quality and better hygienic environment in the targeted area. 

 

2. ‘Realization of sustainable life environment around Cambodian citizens through promoting and 

raising awareness of environment issues (Year 1)’ (US$91,848)  

Recipient: Non-profit organization Nature Center Risen 

 In this project, Nature Center Risen will promote and increase fundamental environmental awareness 

across Cambodia by creating educational materials to improve environmental literacy of the citizens, 

providing tools for research and observation of the environment and implementing training for 

environment education in collaboration with pagodas and health centers. Through this project, over 300 

people in Cambodia are supposed to play a core role in promoting and raising awareness of 

environmental issues to the citizens. This will help improve the life environment in the whole 

Cambodia. 

 

 The Grant Assistance for Japanese NGO Projects started in Cambodia in 2002 to support activities by 

Japanese NGOs to help Cambodia's reconstruction and development efforts at the grassroots level. 



 

 

Since 2002, the Government of Japan has provided over US$45 million for 138 projects, mainly in the 

field of primary education, health, agriculture and mine clearance in Cambodia. 

 

 With an effort to contain the current “COVID-19 Community Outbreak”, known as “February 20 

Community Event”, both sides signed the Grant Contract separately. 

_________________________________________________________ 

Embassy of Japan in the Kingdom of Cambodia 

Tel: 023-217-161, fax: 023-214-330 

Email: eco.jpn@.pp.mofa.go.jp 

Website: http://www.kh.emb-japan.go.jp 
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